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ス 。幸ヒ 近來罹 病 半減 少セ シト雖 モ今狨 ホ 之 レ ガ找 滅ヲ期 スル ノ ^ 且切ナ 费 モノ アル ヲ痛 
感グ 忙々 ヲ排シ テ 共ノ ー端 タル 病职 虫卜 石灰水 トノ關 係ヲ硏 究セ リ〇间 ヨリ龙 務ノ餘 舣 卜 
設備 不完全 ナリシ n メ唯 共ノ輪 廓 ヲ描 キタ ル-一過 ギズ多 少ナ リトモ 豫防上 ノ參考 タル コト 
ヲ sr ハ 余 ノ本饮 ハ 勿 ^ : 兆-一地 方 病 硏究 ノ爲メ 解 fts ヲ决总 セラ レ タル 雜 ¢5 ノ靈ヲ 慰 スル-- 足 
ラン。 賢 ^ 乞 フ之ヲ 諒 セ ョ。 


昭和 


二 ¥ 十二 H 




地方病 (日本 住 血 吸 虫 病) 病原 虫の 
石灰 撲滅に 關 する 研究 

生石灰の 効力た る 役 U 施行 常時よ oip M せらる、 が 如く 一 % 即ち 存侪の 石灰水を 撤布 する ^ 合 
には 其の 病 职 虫 〇 感染を 免が る"' 〇 みなら t - 又 「カブ レ」 の ' a 生 も ^ 防し 以 らるべ しとは 地方病 
に 對する 本邦 3 液 诚 省た る 藤 •似. 中 村 博士の 業 ^ a 衣に より 明な り。 而 して 幼虫 「セルカ リア」 
に對 し硏究 せられた る枬林 博士は1%の石灰水屮にて「セルヵリア」は 71: 分時にして死滅し一％ 
即ち 千悄に ては 共 運動 緩 f . fe となり， M 其 < d を 脱し •三 卜 分 後には 全然 細 顆粒と なりて 死滅す と 報 
吿せら る。- R 藤： ai 博士は 屮 llil 宿主の 找滅 力を 檢した るに 一 % • 卽 ち. fl 诂 にて 1# 卜 時間 前後に て 全然 
之を 艾し ，千语 y ては 幼若なる ものを？ « し ^ る も 共の 効 -; J 不定な りと 報吿 せらる。 

★研究の 動機 

余は ••3 a 入 R よ o /tg 出せる 幼虫と 自然に 奔 II 1 . せる Ifi 後の 幼虫に 就き ^ 驗せ し ^ 较は 千倍の 石灰水 
にて t± ! s ll { l に 死滅せ る も 自然界に 梭 . I :'. せる 幼虫は 共の 抵抗力 一奸 强大 なるな らんを 推 想し 之れ が 
抵抗力を 硏宄 する は本縣 に 住 W する 余 等の ft 務と思 考せ り， 殊に 殺 M 方策に 對し縣 經濟 上 永久 反 
沒施行し能はざる现狀に鑑み袖手傍舰するに忍びず—專ら悚防的檢討に造手せり蓋し本縣にては 
5 rl lli . 小 ?^ w-i 博士は 咕和 •一 ^ 三：：：： 促 前 ？? ^ - tr られ たる， 口腔 ii ija liu 粘 股 感染の 硏究に 成功し 且消 
化 我 ^ 他に ? -t する 抵抗力を 妓 表-杉 i-IR 博士は 昭和 A 年より ヒ 年に苴 り •»• 入 只の m 卵稚 U の繁植 と 
動 ^ rg n に 祕 W せる W I 11 の硏究 を # 衣し ^ 出 博士は 昭和 * ^" 聽器及 A : .^ よりの 感染を ^ 表せら る 


-I 

¥ 石灰肥料と 地方病 

近時 ffi 村に 於て 米穀 其 他の 收搜 を增收 せし むる U 的を 以て 石灰肥料の 使 川 Sr 獎呦 しつ ゝあ〇 と 
此の方 法に L て 科く ^ 行せられ んか搜 K : 一 取 兩得の 方 ^ に L て 唯に 收椏上 必要の みに jh まらず 感 
染を 防 JI -. する に设善 且有効 通 切の 方 ii : なりと 信ず。 然れど も 地方病の 根絕 たる 索より 至難の m 業 
たる も 現今 滩梁河 流 等に 樓 息 せる 俗稱 「ヵ ヮ ギラ」 淡水魚 ^ の减 少しつ ゝ ある t 情は 個々 の 使用 
する 石灰に 因す ると せ If , 生命を 奪 はれ 又は 發 w fc pv 害せら るゝ地 方に 之れ が 撒布を 樊勵 せらる 
ゝに 於て は 一 {水 I 村の 保健 上 必ずや 其の 効果 顯 样 ならん。 尙又 土地の 情 况によ D 農村 協力 稚 只の 
繁 M 時期评 •出に 石灰の G 人を Ri ; 行し 找滅策 を M ずる も u m ならん ( ill 腑料 5 3 妙 J -K 射 1 nl ) 

¥ 地方病 策 防の 目的 

而 して 此の m 防の 目的を 完成せ んとせ ば E に 諸 大家の 研究に よ 〇悚 防- 多大なる 稗 益を 與へ 
られ たる 如く 虫 卵よ D 脫 出 する 仔虫の 中間 褚 主たる ¥5- 入 貝の扠 滅及び 繁桢 防 JI -. と宮入 貝より 奔出 
する 病原 虫の 接 麻 狀 態とを ！ W 察し 1 M - 扰滅 策 ?: 確立すべき ことの 必要た るは 誰 人も筲 肯せら る、 
所な らん。 幸 ひ 本縣 にて は 藤 浪博士 指 ^ の 下に ?-? R 殺虫を 目的 i し 生石灰を 使用し 其 効果を 舉げ 
得た る も 多額の il 57: 代を 消 ^ し •到底 今後 支 II 1 . する の U 込な き , ff t ^ にあり。 此の 挫折の lh むを 得 ざ 
るに 於て は 之れ に換 るべき 總繽的 方策を 考究 せんと is 村の 石灰 使用 t を調奔 せり。 

¥ 「セルヵ リア」 の 梧 養 

余は 幼虫は 生活狀 態を 取 察せん と 思考せ しこと 久し 然れ ども ^ 務及 び R .師# 等の 關係上 其の 意 


_ 


を果さ ざり しも 幽明を 異にせざる 前 共の 輪廓な りと も硏究 せんと ^ ® •を Rfi み 十 敢 て老軀 に ？ f t , 過 
般 より 石灰水に 對する 幼虫の 抵抗力を 討尋 せんとし. 縣衛生 課 硏究 所より 數 回に 苴 り * fcl - 入 P の 寄 
附を 受け 水中に 樓住 する 程度に 近き發 靑 を 遂げし め. 以て 其の 抵抗力を 試みん と 苦心せ り。 

幸 ひなる かな 培養 適合の 場合は 七十 時 !! 11 以上 生 # せしめ 榊 林 氏の 報吿せ られた るが 如き 抵抗力 
を 有する 幼虫の 培 S に 成 効せ り。 爾來 石灰水に ? •] する 幼虫の 抵抗力を 硏究 し w - tt て食鹽 水 及び 
共 他の 生活 狀况 を ^ 験し 左の ^ 紐を ^ たるを 以て 玆に之 れ を發农 -し當 局 ^ 並に 硏究 來 諸 K の 示 ? t 
を 仰がん とす。 

★培* 方法の 發見 * 

案せ し 培 迮方 法は 簡易に して ^ 入 W を 凹所 ぁる m - T - 上に ffi り 〇， 五 % 又は 0 四 ^ の 食鹽水 
を 三 四 滴々 下し 電 H « J r ペンチ」 にて 邮搾破 壊し 之れ を 鏡 下に 檢し 幼虫を 認めた る 際 宵 入 只の 液 
卜と共 cm 子 皿に 採り* 共 一二 滴を 一二 冋銪 下に 檢 し* 活潑 なる 虫 M を 認めた る 後硏究 资 制と な 
し k り。 欠 夜の 堪合は 水 t の 多荪に より 漸次 死滅す る こと 多き も 食® 水の 塲合 は IS I 9- ならさる 限 
り 完全に 發 W す* 余は 一回に H 乃至 叫箇(時に二饵に幼虫ぁる坩介に一淌屮多数の幼虫か認む〕宛を咐 
拽破拔 し* 大凡 一 S に对し 貧 嵌 水 一* 〇以 上の 划 合に 加へ (中" 入 只に 火 小 ぁり W 汁に® 决 言〕 其のぬ 
度を 參酌 し， 多數の 幼 ik を 認めた る ものを 原 液と なし 研究せ り。 * S 在 適せん か (冬 ^ is . 度 か lln ふ〕 
五讲 夜 以上の 久しき に K り 幼虫 5: 認めたり。 

U 寄 財を 受けた る K 入 R は 木 縣屮 K 摩 郡 大鎌 田 村 印 近 ¢ 0 もの 

幻 氣溫は 4 -月 中の 平均 M ? a 描 氏 十 JI . 度 -. 分 十一 H 屮の平 均 氣溫九 度 じ分此の [|11 の &' 究なり 


S 試 驗竹 内に * S 在せ し 股 液を 入れ 死滅 G f - i 照と す。 

^ •_ 滴 屮可成 「セルカ リア」 を數疋 今：： 5 fl せしめ 其の 抵抗力を ^ 驗せ 〇。 

15) ( 抵抗力の ^ 驗は 採取 後 1 1: 時 RI1 以後 l- .yl'. n.'f f!!] 以 ft にて 研究せ り。 

★ 石灰に ft する 病原 虫の 抵抗力 

地方病 〇 幼 也に 對する 石灰水は - K - 入 U に fl する 石灰と M 校 io: 大 c :-l-. t 物にして ff 估. 二 疗仿 ，叫 
t : 倍， ^ 怙加 する に 從び稍 や 共の 抵抗力 1 C 差違 あるは 當然 なる も ft ®! 水に て 培 衣せ しものと， 淸 
水にて ^ 衣せしものとにありては淸水液の方比較的抵抗力通叫なるが如し〇想ふに中性なる食跑 
と 石灰との 關係に あら^ -- } て s Jt 鹽水 にて は 健全なる 發 竹を なす ものと ii 做ざる を 得ず。 你乂氣 溫 
にょりても 其の 抵抗力に 多少の 相述は 免 かれざる ものな らん も* ^ 驗の結 來 ょり 推考せば 水田 乂 
は满圯 を L て 千倍 以上の 石灰水を 貯溜せ しむる に 於て は 地 1; 的の 幼虫は 漸次 死滅し， 保健 上你大 
なる 効果を ® すべき ものと (,! ず。 • 

左に 鏡 下 並に , M : 驗仔 |4 に於ける ^ 'か趼究せし結见を報小：：し鄕土を ^ 迸せらる、 ^ 11: の研究を 
仰がん とす。 

檢查 方法 

〇* /]: 乂は〇 ，叫 ^ の贫腿 水 内に 幼虫を 八 yr -^ f せる 水 液 :: 滴を ホ ール オブゼ クトグ ラス ( F 1 所 ある 
« 忉 《+〕 にビ へツト (沩 fit 器： > にて幼虫を含刊せる水液二淌を确ドし，幼也0活潑なる遝動と虫 
数の 多少を 檢した る 後 0 倍の ^ 合 1 C は 二％ の 石灰水 二 滴， 五 汀 倍の ^ 合には 一 ^ の 石灰水 二 滴を 
滴下し， 以下 M 一の 方法に て 鏡 y fc 幼虫の 抵抗力を 檢 す。 共 中低 抗力强 き 幼虫に / S 眼し， 其の 幼 


虫 死滅の 後は W び 全 {15 を fi<> 察し* 1M 抵抗力 强き幼 虫 5: 認めた る ^ 合には 其の 幼虫に 就き 死滅の 時 
問 を 21- り 抵抗力を 討 ^ せし 龙績 なり。 

笫 一 百倍の 石灰水 ( 1%〕 五分 前後 死滅す。 

銥檢上 の 所 a l£i 後尾を 縮め， 死滅す る もの 多き も 抵抗力 强きは 尾を 振り i-JC ll 摘げ 轉 々 W 糾 为 悶 
の狀を なし ニー 分 後一 所に 停止し 三 四 分 後よりは 微動し つ、 死滅す。 

笫二 五. rf 怙の 石灰水 co J r %〕 七分前 後に 死滅す。 _ 

銥檢 上の 所 5. L 前 |';1 找 に 死滅す る もの 多き も 抵抗力 强き は 轉 々仲 縮 ：- -; |'4 分忮 一 W に 停 JI - し微汩 し 

つ、 七 分 前後に 死滅す。 

笫 H 千倍の 石灰水 十分 前後に 死滅す。 

銪檢上 の 所 il M を毪き 微動し つ-死滅 する もの 多き も、 抵抗力 强き ものは 虹^^ ^ 遝動 しつつ 
ある も 二：：： 分 後よ 〇轉 々 Id- を 振り、 又は K を M し 叫 五分 後より 一所に 停 11-. し 卜 分 前後に 死滅す 
るを is む。 

試驗背 内の 所 ii * , i * t 驗 1 ? 内に 五 rl 倍の 石灰水 〇, 五を 入れ 一時 [ in 後 令 部 5: 檢す るに 生 * • せる も 
のな く， 破 131 せる 細. g 粒と M を 失 ひ 死滅せ る ものを 認む るの み 0 
第 四 二千怙 の 石灰水に ては 十五 分 前後に 死滅す。 

鏡僉上 ¢0 所 E 11 X 後 微動し つ" •死す る もの 多き も •抵抗力 强き 幼虫は 轉々 活 動 しつ、 - l - ii 分 前後 
に 死滅す。 時には 三十 分 前後 又は 一時 運動 停 jh し， . = 四十 分 後 Ilf び 微動し， て 時間 前後に 牝滅 
せる もの あるを 認めたり。 

五 
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茂 rt co rrr nr u 驗 符内に千仴の石灰水 0 * 11 . を入れ，之に仔虫を含冇せるもの0,五を入レ 
全 fi する に ill めず， 多く 泛奚 ひ义は S せし も 21 

^e t こ 1 . •千 S 石灰水に 對 する 幼虫 G 死滅 時 f 揭げ奪 に 供す ( n 、 努 S 水に て 

一" «| せ|し1もの)机抗力の_は许入只内幼虫菩の§と|^ょ 4 |) 多^^22^“ 
こ：： 卜又 こ」」,.， 5 1 o * f ほ 1 C 於て 叫 I 分以 > 微動す る も 
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要する Ic f ?; 防の P 的と しては 抵抗力 强き を ^ ^ となず べきを ^ 當 なりと 思 ^ する も かれの ^ ^ 
に 於ても 死滅す る もの 多數 なり。 斯る狀 况が成 熟せる 幼虫に も 其の 抵抗力に 弟 3$ ありと せ ぱ 以下 
| 1 :千估，四千侪.五千侪にても共の効梁を認めざるべからざるも死滅幼虫の多くは咨入貝内に於 
て C ： 然に棑 Hi すべき si lfi : に 成熟せ ざる ものが 侪违せ られ たる ものと せ ば侪 加す るに 從ひ効 力なき 
ものと il 做ざる を fl ざるな り。 斯る 硏究の 確 ^ を ^ んとせ ば 動物 ^ 驗の上 ならでは 確然 解 决し能 
はざる 問 题な るを 以て 個人と しては 到底 不可能な ると 現今に 於け る 石灰の 使 flj t ょり 計 - W せ If 二 
千 IrT 以 F は 共の 必要を 認めず。 

★石灰と 農作物 

木 縣の 如き 卜數 / '|- 前 (t 盆地の 地 锊 は 「アルカリ」 f!: なる を 以て 石灰は 適せず と ' 1 f'. ia せられた る 
こと ある も 其 後硏究 の 結 梁， 地 竹 酸性の 简所 多く 之れ に 對 する 農作物の 收棰 上石 灰檄布 は 學 al 上 
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A 

よりも 嘉上 よりも 動かす ベ か— る定 f り と g く •而 して 土地の 狀况に 依りて は マ 步に呀 
し數 西 11 迄け 0 作物に ^ も支障を來す恐れなし士 〇〇 く。 

r るに 現今 ^ 拗且 S {水に 於て 使用し つ、 ぁる 分 ^ は 一反 步十 71: 六 - fr より 二 - l - Tr 以 h なりと iR こ 
之れ を 一反步 十 貫 H と 見 ! IV 地方病 虫 感染の S も 弗し き 初 S の 候 麥 田を 水 W となし 又は 水田を 耕作 
する塲合一反步に耕作刖の水货を平均一寸程度と兑扭-他よりの泣水を遮らんか田水の全部は卜 
--: % 即ち 八 倍の 石灰水と なり-二 十 Tr とせば 共 估 t 二十 四％ となる 〇 斯く溃厚の石灰水をーー—分 
乃 : il 1 時 W 以上 貯 iff / せしめん か 病 迸 虫は 悉く 死滅し 得らるべく. 加 ふるに ^ 家 m 力 時を ^ ふせん 
力水 •、•ふ 少の 5 季 田 阡 ( Jn の 細满 又は 貯 rfl ? 地大潘 m 等 11 田 水より 流 / I 1 , する 石灰水に より 殺虫の 効 
プを沪 刊し泡 ふに 地力 病、 ワイル シ病- 十二 指踮 虫-其 他人 身に 危省を 及ぼす 寄生虫は 勿論， 宵 

入 只 e ^ f 梁 的」 防-^ し曼志 Q 病 i も 一？ られ .俾 染接防 上に i 大の 効 *! — 

げ得ら るべき ものと 想 ^ す。 

仏义 石灰水に？ る 抵抗力 硏究 幼虫 Q 表狀况 高察 甘ん とし 友 S ? 硏究 す。 

¥ 貪® 水中に 於け S 病原 虫の 生存 

促物水は幼虫0發竹上好材料たるも 0 >.如く， >5- 入貝より »1! 川淸水(水 , : |5 水〕にて採取せし含 
虫 水〇 二を rH ドの 食® 水 〇 八に 加へ 〇, 八％ とし 檢す るに 平均 氣溫 十一 度 前後に 於て 全部 f 
滅迄に は 五十 時 fin 以上を 要す。 

泡 ふに 溝渠 等に して微 t の EI 分を 含有す る ^ 所は 幼虫の 好栳住 .地と 見做べ く， * して然 らん h 
*r » , l HIJ 地力 ^ 硏究熱 勃興の 當時 •動物 試 驗を行 たる 際 溝渠に より 感染 串に 差等 ぁるを ,, i.l 道せ ら 


れたる も 共 一端は 解 决せら るべ く X 動物に ょり 常に 食® 分を 拗取 する K 2 質と 然ら ざる 動物とは 其 
の 感染 串に 多少の 相違 あるには 非らざる か， 1(11 液乂は 尿の 檢赉 上なら では 確定し 能は ざる も鹽を 
好む牛は感染し私く然らざる馬は感染串少なき等又以て之れを立說するに足らん。果して然らん 
か 幼虫 研究の 新 發見と 言は ざるを 得 .^ (犬に 比較し 鬼、 モルモット 等は 感染 - , P 少なき には 非らざる か) 
他日 專 門家 の 檢卉を 求め JIfc 問の 消息を 明 1 C せんとす。 

¥ 人 尿 中に 於け る 病原 虫の 生存 (水分 懾取 後の 淸 冷. 保〕 

分は 六 千怙以 下の 石灰水 中に 幼虫の 長く 生存せ ると 地方病 虫の 食鹽 水中に 培 苍せば 數十時 間 生 
rf - する 狀 趄 ょ〇斷 案を 下し、 人 JK にて 幼虫を 採取し， 研究を . $: ねたり。 检す るに 投入 當 時ょり 尿 
中に 於て遝 動し C 平均 十二 度の la 度 ^ 加へ) 五 時 RI 3 後 檢す るに 幼虫は 運動を 槠桉 し、 二十 四時 lln 後 
檢ナ るに 形態 完全なる 多數の 幼虫と 微動 ある ものを 認め， 五十 時間 後檢 する も 依然 3 jg 動な き假死 
形態 ある ものを 認む (冬季は 水 液に 比し众 ® 水屮 には 》勅躬 し) 

★糞尿 混合 液 内に 於け る 病原 虫の 生存 

爽汁試 驗の 如きは 菜食と 肉食 糞 塊の： 1» 不： 1?? 解と 放 { S 時日と 水を 加へ たると 然ら ざると 冬季と K 
季等 正確なる 試 驗は 不可能なる も (掃除の 際 水 か 加へ 水 fi 不定なる も 溶 « 便； > 粦 汁 中に 於け る 幼虫の 
生 # 狀况 を戕 察せん と 水 . 0 を 二十 滴と li 铅百侪 •二百 倍と なし、 二百 倍の 水 液に て 採取し、 
其の 〇， 三を 倍に 加へ 之れ を 屮管と し 乙 1? は III 汁に 估 t の 熱湯を 加へ 十 時 N 1] 放 S 2 し-共の 上 M - 
水に 各 平均 十三 四 度の 溫度を 加へ、！！ 回 試 驗せ り。 甲 管の 一回は 十 H 時間に て 全部 死滅し、 一回 
は H ' l - 二 時間に て 死滅せ り。 乙 W は 各 四十 時間 前後の 生 # を 認めた る も 制莽せ し宮 入只缺 亡の 爲 


遺憾な から 榧 枝 研究し 能は ざり しも 硫化 水 ^ ，室 ^ 炭酸 进 n 苡の彻 收淹物 と 尿 中に ^ 有せる 無機 
鹽知 中 ft gr アン モ -1 ヤ、 硫酸 2 r 共 他を 含有し， 3 T 1 機 物 中 •采粜， 《酸等 金 妬を 铽蚀 する が 如 
き 各 M の 成分を. 含有せ る ^ 粦屮 地方病 虫 卵も數 =： 生 * • する 狀 態より 思 ^ する に 好て 滿犯 沼地 等に 
楮 .& する 幼 iu は 田 [rffl ^ より ^ 出す る爽械 中の 成分を 吞ぷ となす や 杏 や W 味 ある 問題な らん も M 中 
の鹽 分は 生 *- 上 一の 在 索な らん かと 思考せ ざるを 役ず。 

冷 清水 中に 於け る 幼虫の 生存 (〇、 二の 宵 入 ;4 «汁浞<=〕 

淸水 中に 於け る 仔虫の 死滅 期 1111 は， H 然に脫 出す る 幼虫に 就き 硏究せ ざれ If IH 確を 期し 難き も 余 
は 淸 水中に 於け る 幼虫の 生存 期 fill を 硏究せ んと淸 水 I -; 〇に今=虫水 0 ,二を加へ數回に 11 り其の狀 
况を視 察せし も 二十 時 [in 前後に 全部 死滅す る もの 又は 叫 十 時 111] 以上の 生存を 認む る ^ 涣然 として 
一.：： 儿せず 思 ふに ^ 入 只 内 幼虫の 發竹 と M ja 等に よる 關係 ならん も n 然淸 水中に 奔 川 せらる、 幼虫 
に 於て (i 死滅 時 [111 尙 M いきには 非らざる か， fi } 又〇 ，五 ^ の 介 虫 貧鹽 水を溃 水 二， 〇 に〇， 71 . を 加へ 
檢す るに 五 + 時 fill 前後 生存を 認めたり。 右に よ D 想定す るに 官 入 只の 幼虫を 排出す る堪 所は 渦 地 
水 r !)7 又は 校 流の ^ 所を 好み， 水 t 多き 流水 中には 排出せ ざるには 非らざる か •你想 ひ 起ず ことは 
耕 田の ため 附近の JIJ 水 溝より 新に 液 溉 した ^ 水 fn 中の 5? 働は 極めて 危險 なる を 以て W 水を して」 
定時 日潴溜 せしめた る 後， 糾作に 珩 手す る 習 tft を获成 す 可し。 $ し 水田 液 溉の時 n 長ければ - M き 
ほど 附近の 溝 梁に 比し 病毒の 感染 益 减少 すとの 土屋膝 浪博士 、榊 林 ^ 士の W 驗報带 あり 共の 理山 
不明なる も 或は 衣#、 等の 關係 には 非らざる か， 尙ほ稍 矛 ; fi - せる 感 ある も 博士 諸氏の 動物 試 驗に流 
水中に 於け る も C は - K 感染 常に 弱 かりし との , fl : 驗報告 あり。 流水 中に も坫 息す る ものな らん。 


★貯溜 水中に 於け る 病原 虫の 生存 

咨 入 U の 外部に 附沿 せる 汚物を 洗 ひ 三 週 Rfl 放 { S せし 水 内に 平均 氣溫 r 1度前後に於て二，〇に 
晰-出 ^ 後の含虫水〇， ~ を加へ扮するに淸水屮に於けると殆ど冏様なるも 0 、五 ^ の食铋水にて 
採取せ し 含 虫 水を 貯溜水 二， 〇に〇 、五を 加 ふるに E H - 時 fin 以上 生 ^ を認 む。 • 

右に より 推 想す るに 微 t の 食鹽分 ある 水中には 淸 水と貯 溜と を 問は す 幼虫の № .0. に 適する には 
非らざる か •然れ ども 共の 程度を 異にする 腐敗 水の 如きは 叫 季に苴 り各秫 の 财收 水に 就き 詳細な 
る 研究を 遂げ ざれば 共の 狀况を 確定し 能は ざるは 勿 淪な り。 * 又 拽防上 一 ^ 硏究の 必要 ある もの 
と 思考す。 

★溫 度に 對 する 病原 虫の 抵抗力 

描 H ; 六 度 前後の 氣溫に 於て コツプに 五 〇 瓦の 熱 ^ を 入れ、 水を 加へ 四十 -. 度と なし， ^ 驗背内 
に 幼虫を 含有せ る 水 液 ra 五 滴を 入れ， H 分後檢 する に 幼 III は 生存す ^ Kv ir rs 及 . 7 f vlr の 水 液と 利 ^ 
の扮 却と を 控除し- 四十 度と兑 做す も 熱； 1 C 對し相 茁 の 抵抗力 ある ものと 認めざる を n ず。 

★アル n 丨ル に對 する 病原 虫の 抵抗力 

硏究 の餘 Ru アル コー ルに 對する 幼虫の 抵抗力を ^ みん と 含 ]11 水 一. 滴を 凹所の m ' T - に 入れ 之れ に 
アル n 丨 ル ー滴を 滴下せ しに ItL ちに 述 動 停止し、 X は 微動す る もの ある も It 分 後より 死滅 狀態な 
る 仔虫は 微動を 初め 漸次 述動 す。 X 今：： 虫 水二淌 に 「アル コー ル」 二 滴を 滴下す るに 全 郁の 幼虫は 
假死狀 態とな り 微動す る ものな きも .-: 十分 以後よ 〇微 1)) しつ、 漸次 遝動を 初め， 之れ に淸 水を 滴 
下すに一肝遝動沾潑となる。 


想 ふに アル n 丨 ルは 一時的の 刺找に して 虫 |}5 には 帝 も異狀 を來す ことなき ものと sg む。 

冷 地方病の 感染 徑路 

本縣 としては 諸 m 者の 研究 , « 驗を荘 礎と し， 殺 貝 殺虫を 滞 梁 沼地 又は 共の 附近に 施行し つ、 あ 
る も * »* 入 只を 試 驗背內 に 入 るれば 水の 上 M - たる 11= ^ に 上昇 附瑢し 幼虫を 柄せ る ia 入：： 3： よ 〇 幼虫 自 
然に脫 出す るは 細 尚 检卉 所に 於て 常に , ft 驗せ られつつ ある 狀况な り。 

之れ によりて 推察す るに 幼虫は 獨り滞 梁 泊地に のみ 榷息 しつ、 あるに あらず して* * A - 入 貝の 楮 
. D . せる 林 fia 畑 等に て も 降雨 其 他に よ D 土地に 水分 加は らん か， 水沏 ある堪 所には 其の 好機を 逸 七 
ず 寄.： £ せる 幼虫 脫 HI し •脫出 したる 幼虫は 虹 後より 動物 S 3 內に 佼入する機钤 ^ -窺ひつ、あるには 
非ざる か 共の 能力を 有する ことは 旣に諸 璆荠 の 找 驗と余 が制 犬を 11 :好 氏に 依頼し， BU 部に 宮入貝 
より 粑川 せし 「セルヵ リア」 を铱抹 し 自ら 又 1!r 部に 附 77f せしめし に B1 症の 地方病に 罹り ^ 死せ し 
ft : 驗 より 推す る も 叫な り。 何 义水屮 に 入らざる 猫， 犬、 以等の 感染を 受けつ、 ある 實怙 も满 m ffl 
地の みに 限 W せざる を 立 證し得 らるべ し。 

社 W 博士は： 典に 水田を 麥田 となし 收搜の 時季 水分缺 亡涸 }» せし 土地に 水を 注ぎた る堪合 「セル 
ヵリア」 は 甦生の 思 5: なし、 中 ! a] 柄 中： より奔 S し人袼 に 感染す る こと 多し との 意見に 依る も尙 X 
宵 入 A の水陛 咐 榷動物 M 找の 生活を. なす 上よ D -if •'ふる も-公衆 銜生上 深甚なる 考进 を m ね 一找 の 
研究を： 要すべき こと ゝ推定 す。 


(第一) 宮人 貝の 各秘找 滅の 方策を 莨 行し 且杉 if )! 氏の 研究 ' w ia せらる" 如く# 季茚 卵稚 只の 發竹 
8$ 期淸 •梁の 泣 11 5: •过行 し U § fg 邮邮城 ： m <lt が ' , . 1, . 逍 の 如く 稻田に 使 5 する 石灰に 
より Ifl 中の -a- 入 只 及 「セルカ リア」 を找滅 する こと。 

(第二) 田灿に 使 ; IJ する 石灰の 流出に より 滞 渠内に 栳. .13. する 稚貝及 「セルカ リア」 を抆滅 し宮入 貝 
の繁 M と桄病 率を 减少 せし むる こと。 

(第三〕 惑 栄 M 路は潇 渠及 水中 0 みには 非らざる べし， 降雨 m 水 後 等 水 溜の 場所には 宮入 貝より 
「セルカ リア」 脫出水 溜 中に 生 # し 人畜に 感染 T るの 恐れ あ リ .兒贲 並に 一般 民衆に 地力 
病搜 防の 衞生思 想を 奴 吹し 病 W 虫の ^ 入を 防 ^ する こと 必要と 思考す。 

(第 四) 家 杏の 软留 は H 打 至 M ならん •有 病 地 〇 病# 减息の 期 1:!] 犬 猫 ^ の 糞 使より 病 © 卵を 散漫 
する 動物の 飼 宵を 禁 Jh し’ 耕作には 感染 力 少なき 馬を 使 州し 且野以 の 撲滅 策を 講究 實行 
し 協同 一致 持久 的の 5 S 悟を 以て 防 jh 掃 去に 努められた きこと。 

(第五)余が去る明治四十三牢本邦にて率先發表せし如く便池の改否を嚴行せしめ，瑰便をして 
久藏後 肥料に 佻 ぜ しむる の 方 ^ を ^ 锄 过 施せし むる に 於て は 地方病の みならず 他 0 寄生 
虫 卵を も 死滅せ しめ 且乂 莢 fa ! より 來る傅 染 病を も 防 Ik し 保健 上 多大の 効艰 ヶ简 すべき こ 
と- •信ず。 

然れど も 「セルカ リア」 及 虫 卵より 辦化せ る 仔虫は 殺 只 法と 同時に 死滅し X 淸水 中に ^ く 生存せ 


しめ 能は ざる 關係 上， ^ 防 上， m 大蛻 すべき-幼虫に fj し r は 本 縣に 於て 未だ 甘て 詳細なる 調 杏 硏 
究報吿 に 接せざる を . a 憾と す。 

其 他邠 m 5: 改再 し 水流 及 掃除に 便なら しむる 等 も又悚 防 上 一 策たら む も、 近時 石灰の 撤布 は S 
SI 及 農作物の 收® 上 必要 缺く ベから ざるを q in し. 頻 りに 之れ が ^ RJ 1 に 努めら る" に 於て は 此の 
生石灰を 利用し 以て 一舉刚 得の 方 笕を講 じ， 地方病の 病 [ S たる 「セ A カリア」 >. 稚 貝を 死滅せ しむ 
るを得ば縣民の一福祉增進上你大たる効果を刑す斟龙ならんと估ず。 

(石灰揪布後堆税肥料か併用し土«か软化せしむ必耍ぁらんか) 

素より 本業の 餘取を 偷み •「セル カリ 丁」 0 石灰に 對する 抵抗力と 生存 狀 態と *- . 秋季と 养季 に亘 
b 危 險と勞 力と を 意と せず 硏究 せし 業 ^ を玆 に發表 し、 聊か 今後 硏究者 の 參考に 供す。 希く ば 完 
全なる 設備と 堪能なる 技術者を して 存 苁秋冬に 1: り「セルカリア」を宿せる宵入貝の多數存在せる 
時期を 逸せず 硏究 を . m ね •其の 方策を 確立 L 、 以て 本 病 虫の 生存狀 態と 治 # ? 劑の硏 究と豫 防 上に 
一大 光彩を 添 へられん ことを 切に 希望して jh む 能は ざる 所以な り。 

其 一 幼虫「セルカリア」は〇，五％の食鹽水中にて七十時間以上生存せしめ得ること。 

其 二百 倍の 石灰水に ては 五分 前後 稀には 十七 分 以上の 生存を 認む。 

其 三千 倍の 石灰水に ては 八 分 前後 稀には 四十 分 以上の 生存を 認 む。 

其 四 生理的 食 嫌 水中に ては 五十 時 Rn w - h 生存す る こと。 

其 五 尿 中に ては 一定 時 Rn 生存 假死狀 態を 糠 枝す ると と。 

其 六 水道水內にては三十時間前後生存すること。 


其 七貯溜 水中に ても贪 鹽分存 する 場合には 五十 時間 以上 生 Yf する こと。 

其 •八 アル コ ー ル ニ 滴を 含 虫 水 二 滴に 加 ふる 場合には 一時 假死狀 態を 認 むる も 約 三十 分 後ょ， 〇 
微動を 認め 水滴を 加 ふれば 漸次 活動す る こと。 

其 九 四十 庶の沮 度內に ては 死滅せ ざる こと。 

山梨縣 地方病 研究の 端赭 

前 余が 開業 地の 附近に ti 山 梨 縣特冇 の BK 水 患者 多く 西 山 ^ 郡 玉 諸 村 向村 組 杉 山 仲 子 (五十 ra 歲) 
又 同病に 侵され 年月の 久しき 同 fsf 辻 is 記 氏の 立 ft Jr 求め 治療せ し 其 効果を 認めず-明治 三十 五 
年五月回莽の見込なきを自覺し自.ら進んで病职の硏究を切望す.伕て東八代同盟箝^::と協_ 
し 東 山 梨 郡 及 $ ■府 市 鼓 ^ :^ に 1¢ め 此 〇 件を 通 tl し £* きしを W て 死亡と 同時に 六月 五日 檄を飛ばし 
縣病 院長 下 平 用 彩 氏 執刀 解剖す。 其の 結果 肥大せ る ) if 胙と隖 明 及び SF 臓 内に 虫 卵 枝の ものを 認 
めたり •東 八 代 郡 同盟 释 師 fr は 流 烈を讚 し-同村 盛嵙寺 境内に 熊 谷 縣知琪 の篆額 を 請 ひ， 碑を 立 
て以て其の意功を永遠に俾ふ，古來ょり本縣下に浒在 ?'4| ^ し，病职不明不可思議なる股水症とし 
療法な きを 憂 ひ， 當時解 剖は 一 般拔 衆の 恐怖 嫌 设 する fc 拘らず 社 # の爲め 死後の 解 淋を 決意し. 
硏究 資料に 供した る 女丈夫の 筘行 にょり 此の 假 面を 钊海す •之れ 地方病 矾究の 端緒に して 又 本縣 
病舴 解剖の 嚆矢な り， W び 玆に 其の in : 相を 叙述す。 

尙 X 明治 四十 三年 余が 地方病 拽防 法の 預報 と ® し發表 せし 記事 中 仔虫 「ミラ デ チウ ム」 の 動靜を 
「ル ーぺ」 の 力を 借り 肉眼 上 認め 得 •且又 中 fin 宿主 ありと せ ぱ俗柳 「力 * 7 ギラ」 (卷 貝) なる ものと 


SI 係 あらんを 拽 報し， 既來硏 究 {承 踢 つて 卷貝に 済 日し 硏究 上の 主眼と なせり 0 
終りに 宮人 貝を 寄贈せられ たる 衞生髁 の 厚 •-!.• 心を 感謝す。 

附 記 Ml 1 の ^ If 

© 昭和 十三 年弈季 に 於け る 「セルカ リア」 の硏究 

本年 ffi 月前硏 究の業 紐 5 : 發表し •賢 叫 なる 諸 士の 示敎を 仰がん とせし 際 「新渴 鉍 科大學 病 Fg ^ 
室 硏究報 齿笫 九糾を 贈 與せら る W 中 氏の 文献 第三 ^ 總括及 劣 案を； M する に-食 铙水に 對 する 諸 
氏の生存期問區々たるのみならず.設備完全なる病理室に於て孢端に注总し，柙三繰返1斫究せ 
られた る 業 $2 C 共の 記^. か 摘錄す o n く众觊 の 二 ?^ 涫液に 於で U 小钵氏 u li 時 |;'.| 生存す となす も til 中 ffi m 
兩 氏の K 段に 於て は ffi 々三 〇 分 内外な リと、 又 〇, 八 五 ^ の众 a 水屮 にて は、 桫林氏 は 三日 l : il の 生命 か 保 W し 
K / S 氏は 一二 畤 冏か要し、 !|1 中氏の « 驗に於ては 1« 々四呤 |:|1 三 0 分 ?> 耍せ4のみと而も、做か « 咔 !^ 餘にして 
巳に 其の a fil 险 宵 か 來し 、二 時 nn 內外に 於て I 部分 E1 に 死滅せ S か E めた 5i) と此點 余の 硏究士 大差 あ 
るあり〇推察するに 0 、八五％0食鹽水屮に於て界易に死滅し「セルカリア」に對し嵛性を有する 
ものと せ If 人 辟 内に ^ 入 生 竹 發病 する こと も 又 至難なる べき ことを 疑 ひ-或は 冬季 宮入 只 〇 越年 
中 「セルカ リア 」に 及ぼす 榮茜上 〇 關係 あるには 非らざる かを # 1& し-同氏の 硏究せ られた る存季 
に 於け る硏究 の 必要を 痛感し」 本年 四月 二十日 縣 衞生觊 ょ 〇柯 び ^ 入 貝 〇 寄 BS - を 受け •石灰に 對 
する 抵抗力と 食鹽水 及 尿 中に 於け る 生存 狀 况を搏 检せ しに， 咋年 秋季 及 初冬に 於け る硏 究と殆 L 
ど 同一 成 紐なる ことを 確認し 得たり。 


貧 鹽 水中に 於け る 「セルカ リア ' の 生存 狀 態と 石灰に 對する 抵抗力は 地方病に 關 する，！ -; 三 
W 威 者の 鏡检 にも 供した る 如く , B - 入 cr rt に 於け る 「セルカ リア」 の ^ W と IR 合 液の 牛： 存に 適する 
時は 枬林 博士 研究の 如く 抵抗力 强き幼 虫 It 叫 fr: 夜前 後述 勁し 且少 なくと も 微動 あるを 認 む。 
⑴咋年 秋季の 食鹽 水に對 する硏 i 九は 水 iil 水に て 採 Ja し* 然ろ後 仿鹽水 屮に加 へたる も 今回は 最初 
ょり CK 押 前 ff 全な る1のか « 阱プラシにて洗ひ：>0>八' % の贫熥水にて「セルカリア」採取し同食鹽 
水 (宵 A 只 大小 四 饵〕 全：： » r . 約 七. 〇 とし •« の 生 rf - MI 問を 檢す るに [ IM 勘 夜 以上 生存せ るを 認めた OC 
〇 •五％ の 贫鹽 水に 於ても 殆んど 同一の 龙紐を 認めたり ( 何れ i 兑沾泣 « 度〕 

(2) 尿 中に 於け る 「セルカ リア」 の 生存 狀態を W 检す るに， 淡 ^ ft 快 5?] 棑敁 :1.!: 多き屮 性 尿に て 採 
取せ しに •前 硏究せ し 如く 仲 縮 51 動を 認め 二十 八 時 fin 後尙微 動 あるを 認めたり. お アルカリ性 K 
中に 於ても 稍 之と 同一た る も 酸性に して ® ^ なる 保に て" 採取せ しものは 當 盱 ょり 假死狀 態 ^ 呈 
し 四十 四時 間 後 破壊す。 

(3) 敁 終 五 月 二 n 午後 1 1; 時 二十 分 宵 入只贷 苘 宛 lr 咐搾 し. f VJr wi rt に 多數の 「セルカ リア」 S : 認め 
共の 生存 狀况を 試 驗せ んと〇 •五 % ■ の 食 鹽 水 . 〇 にて 採取し， 之を 一二 分し 豫め试 験 秤 内に . 〇 
% と〇 ，八％ と 〇、 五％ とを 各 二* 0 宛 入れ { C - きたる 食 鹽 水中に 加へ 桧す るに . 〇 ^ は 約 三 喪 夜 
〇 •八％ は 五 教夜後 K 月 七 R 午後 二 時尙微 動せ る 「セル カリ 丁」 を 認めたり (〇 ，五 ^ は R 丧夜按 苻 
底 か 拟 じ 不明なる も 现今 宮人只内つセルカリアしの ^ 耵轚少なくけ研究赉料炔乏せし ^ め反很せず〇 

余が 莨 驗上游 淡は 死滅 時間に 關係 あり 「セルカ リア」 伽； 数に して 介 鞠 水 ^ 少なき 埸合 には 死滅 
する こと 早し 思 ふに 死滅 破壊せ る もの 他の 生存を 窖す るには 非らざる か。 


I 八 

® 食 Eg 水と 溝渠 

生利 ^ 齐の硏究に恃つべき |;!1 遛なるも*数十：11の ^ 鹽水屮に ->: く生 ^ せる狀態よ0推察するに 
前述の 如く 血屮に 含；；： せる ^ 5:« 分の 關 係に より El ] 物の 感染 率に も 冬 少の 11 i 違 あるには 非ざる か X 
好んで 溝 架 屮に 格 . L '. する は-田畑； より 流 II '. せる 各种成 分の滩 梁 雑草 枳 ^ に 附沿せ る ものを 呑 素 
とし試驗狞2に於ける生存期 |!!] より自然界に於ては數日 [!0 生 *- しつゝあるには非ざるか、然れど 
も一般狀態より推对せば * 時：：： ||0 生-存するものには非らざるべし。 

終りに 臨み 玆に l fr す不 付 ^ を熥 才を ⑶みず讯岈硏究に從ポせし所以たる地方病踊拇境 
域 本邦 第 I とも稱 すべき 本 M tt ; 於て は 杉 illj 博士の >•; 入 只 硏究以 外 病 ® 虫 C 抵抗力 及び 生存 期 
問 等 蚀 防 的 li 地よりの 研究 鼓 衣な く 加 ふるに 前記 也の 如く ^ gi 水中に ^ け る 諸 博士の 硏究总 
兑 M 々たるに 於て は 益々 確.：： 止の 必要を 感ずる も® 力 殊に 老阳を 脫 はず 研究， v n > ねた/る ^ 敁な 
るを 以て 自然 不調と 缺點 とは 免 がれ ざろ ならん も 聊か ?!: ^ に 11 献せん と L 赤 ^ の# % に 外な 
らず希 くは 鄕土を # 護せ んと すろ 余が 微志を ffJ - JI :: せられ 切に ^ I 1 . せられん ことを. 時牢 七十 
五* 
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